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アミスギタケの子実体形成における

室素源添加の影響 *

寺下隆夫**･河野又四 **.上田茂登子*** 
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5℃. 6H聞,噌所で前培養ののち.光照射 ド(5OO7ミスギクケ raou rua-s -FvLsacLnu)は拍 f菌のうち

で最も F実体形成が早 しけ ノコの -)である,,本菌は

光誘導により [-1臭体形成を容易に同調似上乗るI,2'

ことから,担 自省の形態形成の生化学的研究の好適

材料とされ{いる｡そのため, 仁美体形成の生理化 

′､封二ついては北本引こより,かなり詳細な検討が加

25.L｣日に子実体原基が形成され,

その後の 3別間で成熟 lJ臭体となる,,二の場合, +

実体成育のための炭素源は栄養菌糸車に蓄積された

トレハu-スおよびグリコーゲンばか V)で意く,直

接培地中から相当iiiの糖が栄養菌糸を通過 して子実l

11kしかしながら, i: 体形成の機 )されてし 

構については,今fまを不明の点が多い｡ 窒素源は置換培養を用 いて検討した北本らの報告 9)
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形成に利絹され,培地中の窒素源は,その後はほと

んど利用されず, さらに,子実体原基形成期での窒 Ⅲ 結 果

素源添加は子実体形成を阻害することが述べ られて アミスギクケは菌糸を接種後, 6日間.暗所で前
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55.日経過すると成

素化合物の影響が大 きい｡そこで本菌の-実体煩慮
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培善ののち光照射下に移 して約いる｡

著者らは,本菌( 

実体原基形成期に培地中へ,ペプ トンを添加したと 菌糸の生育および培地車に存在するマルトースと窒

(-

L]した場合の若き響

ころ.子実体本数および+実体垂竜の顕著射 曽加が

認められた｡ そこで著者らは本菌の窒素代謝解明の

ための予備的知見を得るため,窒素源の添加時期お ンおよび ト 

よび濃度,ペプ トン中各遊離ア ミノ酸が ナ実体形成

で報告する｡ 25
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生長と子実体形成の表示法 成熟子実体形成 場合の影響について検討 したものである｡二の結果,

レハロースを光誘導峠から,原展形戊をほぼ完了す
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加ではいずれの時期でも本実験の範囲では増加を示

源のみの添加では子実体の成熟日数が光誘導時で,

かなり遅 くなる結果を得た｡これに対し, トレハロ

三二 ± に増加 したが窒素源添加ほど大きな変化は認められ

なかった｡

そこで,このように本蘭の子実体形成に大きな影
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ペプトンを添加し,子実体形成に及ぼす添加濃度の影

響について調査した｡その結果は Fig 4に示したよう 
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次に,これらの同定アミノ酸について,ポリペプ

トン中のアミノ酸嵐 こ相当するアミノ酸試薬標品を,

成に及ぼす影響を検討したO結果は 

に f一実体の乾燥虚崖 (収崖),子実体蜘文日数およ
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添加 しl kasf/0mg

寺下･河野･上田 :ア ミスギタケの子実体形成における窒素源添加の影響 

定の f実体本数の形成はグリシン, トリプ トファン

に示 した如 く,+実体収量はアラニン,･卜1)プ トフ よびアルギニン区で子実体形成促進効果が見られた｡ 

Ⅳ 考 察 り左右 され,本実験でも両者の同時添加が最も効果

著者らは,ア ミスギタケの f実体形成に関する窒 的であったが,添加時期の影響は窒素添加区で特に

素代謝 を検汁 ㌻る過程で,その 予備的知見を得るた 大きかったことから.子実体形成における窒素代謝

め, f一案体形成に対する窒素源の添加効果について の重要性が示唆 された｡そこで,窒素源の添加効果

検討 した｡ につし､て, さらに検討 し,ペプ トン添加濃度は 

そこで, f一実体原基形成期に窒素源としてペプ ト

ン,炭素源は最も子実体形成良好なトレハロース 

が子実体形成に最も効果的なことを示 した｡

しかし,これ以上の濃度では子実体形成のおくれが

を培地へ同時に添 加 して,子実体形成 に及ぼす影 明 らかで,置換培養で検討 された北本 らの報告9)と

響 を検討 した｡その結果,これらの栄養源 を,原基 一致する｡

期に添加すると, i/実体本数および子実体垂 ペプ トン中の遊離アミノ酸は, リジンおよびロイ

これらの結果はポリペプ トンを1

た場合 に含 まれる各ア ミノ酸を,個々に,添加 し 添加区で約 半日早くなった.

以上の結果,アミノ酸の添加による子実体形成促

れた｡また単独 ア ミノ酸の添加はアスパラギン酸,

フェニールアラニン,ロイシン, トリプ トファンお

培地 に対しそれぞれ になるように添加 し,チ

実体形成に及ぼす影響 を調査 した｡結果は 

た影響 を示 したものであるが, さらに,比較的 f

体形成が良好と思われるア ミノ酸 ]o種楯につし､て, 進効果は添加するアミノ酸の総量にも大 きく影響 さ

･実
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4シンが圧倒的に多く全アミノ酸の4%を占め,アル

はこのようを効果は, さほど大きくはなかったD し ギニン,フェニー ルアラニ ン,バ リン等がこれに次

かし,窒素源単独添加Liでは両者の同時添師 二相当 し､で多い成分であった｡

fj形成L 

LL量の顕著射 曽加が認められた,J炭素源単独の添加で

する顕著を促進 を示 した昌 泰如時, 

も原基形成期中期が良 く,光誘導開始直後や原基形 に及ぼす影響 を比較すると,アスパラギン酸, デル

タミ-ン酸などの酸性 アミノ酸, グリシン,フェニー

ルアラニン,ロイシンなどの中性 ア ミノ酸および塩

jttHましけ tれの場合 これらのアミノ酸 を個 々に添加 して,子実体形成

4

､｡成後期では効果は少なし

担子菌の 子実体形成は,培地の C/N比 1･)にかな



第 1号 (

基性のアルギニンに子実休形成促進効果があり,メチ 者らの検討 17)から,培養炉液中の窒素は菌糸の切.

2近畿大学農学部紀要 )9791

才二ン, イソロイシン, リジンは逆に J'臭体収 量がr/ 0期成長過程で急激に吸収利用され,初発の約 2%に
減少 した｡)これらの うちリジンは添加-達が侍に多い まで減少 し,子実体の発育開始後はほとんど消長が.

ために減少 したもので, 一般にl札 亨を示すア ミノ憶 みられないことを認め,子実体形成における窒素化

ではない｣また培地に対 し,アミノ塵 を % (

均等に添加 した'臭験の結果では,アラニン. に吸収 された窒素化合物,主に蛋白質とキチンが子

01500. 合物の養分代謝は,栄養生長期に栄養菌糸中に盛ん

)lkasf/Tug

トリプ トファン, グリシン,アルギニンに効果が認

められたD

北本ら1'は,木蘭の f･･実体形成に適するア ミ/酸

として,アラニン,アスパラギン酸, グリシンをあ

げ,メチオニン,ヒスチジンは不適であると述べて

いる,Jまた,栄達′E長と生殖生長では 要求するア ミ

ノ酸 も巽在り, グルタミン健やセリンは栄養生長に

は適するが, 予′夷体生長には不適であると報告 して

実体発育の主要基質として分解,再構成を受けて子

実体に移送 され.子実体の発育に利用 されるものと

推論 した｡ しかし,培地中の養分 をすべて洗浄,除

去 した置換培養の結果と,著者 らが検討 した本研究

における培養 方法での結果とでは,主に培地中に残

存する糖,窒素および種 々の酵素系18)などの点で,

かなり異なる結果を得ると考えられる. しかしをが

ら,光誘導開始後における窒素の培地 から栄養菌糸

7いる｡ への吸収は,極 くわずかであると思われる1)ため,杏

)もヒラタケ ( LI ll ,/ /L日を用いた栄養橋本13 P/,m L川 Im Ll､ 実験 におけるペプ トン添加の効果は,牛乳カゼイン

要求性 に関する呆験で,セリン.ロイシン,アラニ をすい臓酵素により加水分解 した供試ポリペプ トン

ン,アルギニン, グリシンが栄養生長に適 し,生殖 成分 19)の うち,遊離アミノ酸か,未同定ア ミノ態窒
生長にはアスパラギンが良好であると述べている｡ 素化合物中のいずれかの単独成分か,あるいは,ペ

Tまた,エノキタケ (Fl/ammu/Lna U(,/uflPl,L<)C)[))離柄 を プチ ドが示す効果ではをいかと思われるが,この点

用いた GkUENと WuL4)はf一実体の伸長にアスハラ

ギン醸,アラニン,スレオニン,アルギニンおよび

イミノ酸などが適することを報告した,Jこれらの結

果と著者らの結果とでは添粧 す-るア ミノ醸 造で聞題

が残 るが,かをりの部分でよく一致 している｡故近

の著者らのア ミノ醸代謝に関する実 験で,ア ミスギ

タケの栄養菌糸および子実体LFlには,アラニンおよ

に関 しては, さらに今後の検討が必要である｡ 

V 要 約

ア ミスギタケの子実体形成における窒素源添加の

影響 について,ペプ トンを剛 ､て検討 した｡ 

1･子実体原基形成中期にペプ トンを培地に添加
nan･deo

'5

びグルタミン酸が晶も Pl ml

果を得た1 〕この事,真は,本菌の生育におけるア ミ
原基形成初期や後期では, さほど影響 が見られをか

lであるという結
すると,本園の+実体形成はIP･拝箸に促進 されたが,

ノ酸代謝が,これらのア ミノ酸 を中心として回転す

ることを意味するものと考えられるが,現在までの

ところ,外師 こ添加 したア ミノ酸と菌体内で中心的

に働 くアミノ酸との関連は,本歯の 子実体形成にお

けるアミノ酸代謝の詳細がイIU月であるため, LL耶在で

はない｡

･･)た ､

2･子実体形成促進は窒素源 と炭素源 を同時に添
加 した場合が最 も鋸著であ-'たが,単独添加でも,

窒素源は,その添加時期 により, 仁美体形成に大 き

な影響 を与えた｡

3･窒素源添加による子実体形成促進は,ペプ ト
次に,ア ミノ酸は添加する量により,窒素源 とし

ンを用し､た場合,培地に対 し 0700.
-
300. /o濃度に在
て働 くほかに,生育促進のための微量物質,いわゆ

るように添加 した時が最 も開署であったっ 
ftacwhGrwt-

結果の考察には偵重 さが要求 されるし､
進が,ペプ トン中のいかなる成分によるものかにつ

ペプ トンの添加効果については,本菌の (一美体形
いて検討するため,液体 クロマ トグラフィーによる

成における化学的環境条件一栄養条件を置換培養に
アミノ態窒素化合物の分析 を行なった｡二の結果, 

る として働く場合が考えられる16)ため, 41次に,ポリペプ トン添加による+実体形成促

)の報告では,ペプ トンを光誘導

5.

61
より検討 した北本 ら9

種類のア ミノ酸 と 6種類の未同定 ピ-クを認めたっ
開始直後に添加 した場合, 高濃度ほど原基例 文以後

この内では特にリジン,ロイシンが多量含まれ,ア
の 子実体発育の阻害が強 くあらわれ, F'実体収 量も ルギニン,フェニールアラニン,およびバリンが次

低 Fすると述べ,置換培養では窒素源の添加は 不 要 に多い成分であった｡ 

そこで,これらの同定ア ミノ酸について.分であると結論 している,,さらに,その後の北本や貨

22
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析値に相当する星をそれぞれ,原基形成中期に培地

に添加 して,子実体形成に及ぼす影響 を調査 した｡

この結果,アスパラギン酸, グリシン,フェニール

アラニン,ロイシンなどが子実体形成を促進 した｡

量(17gfakを培地に添加 した場合には,アラニ0n/ls)

ン, トリプ トファン,アルギニン, グリシンに子実

体形成促進効果が見られた一) 

7.日卜の結果から,子実体形成における窒素源

の役割 りについて考察 したこ.

本研究中,御懇切 を御教示 をいただいた,鳥取

大学農学部北本豊博士に厚 く御礼申 し上げます′〉ま

た.本研究に協力された食品栄養学科食品微生物学

研究室尺[f]U翫台,喜佐 日呆正,木村洋二郎,中井敬

チ,森井祐子その他のかた達に感謝致 します｡
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